
 

突然ですが「意思決定支援」という言葉を聞いたことがありますか？ 

「どんなに重い障害があってもその人には意思があって、それを大事にしなくてはいけませんよ！」とい

うことのようです。 

 その中で、「愚行権」ということについて先日議論することがありました。「愚かなことをすることも権

利である」ということですが、今のご時世この「愚行権」という言葉自体も NG ワードの様です。どうい

うことかというと、「愚かなこと」ということ自体、第三者が決めたことだからとのことです。 

 色々な価値観があると思いますが、支援をする立場からすると、時に先回りしたり、 

なるべく損が無いようにと思うと、ついつい安全策を提案しがちです。 

 その人にとっての「最善」は何なのか、本人の意思を中心に添えながらも提案することは 

必要なんじゃないかな～？ 

と思いながら絆でも日々本人中心の支援を心掛けています！ 

相談支援センター絆 

（今月は少し真面目につぶやきバージョンです） 

福祉の豆知識 

みなさん、「8050 問題」という言葉をご存じですか？これは高齢の親（80 代）がひきこもりの子ども（50 代）の生活を支えている状

態のことで、近年社会問題としてとりあげられることが多くなっています。ひきこもりの背景には障がいが原因となっている場合もあ

るのですが、福祉サービスにつなげるのはなかなか難しいのが現状です。 


